
つるがしま市議会だより第１４８号 〔４〕

�
公
共
交
通
実
証
運
行
事
業

�

現
在
運
行
し
て
い
る
バ
ス
の
乗
車

状
況
と
問
題
点
に
つ
い
て
。

�

総
務
人
権
推
進
課
長　
　

年
度
の

２０

利
用
実
績
は
、
全
体
で　

万
２
０

１２

１
２
人
、
１
日
平
均
約
３
３
８
人
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
広
報
で
配
布
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
１
５
５
件
、
そ
の
他
に
４
３

７
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
多
く
が
循

環
型
の
バ
ス
運
行
で
は
時
間
が
か
か
る

と
の
意
見
で
あ
っ
た
た
め
、
目
的
地
に

ま
っ
す
ぐ
行
け
る
よ
う
な
運
行
と
し
た
。

�

利
用
者
を
３
倍
に
す
る
計
画
で
あ

る
が
、
今
ま
で
通
っ
て
い
た
場
所

を
通
ら
な
く
な
る
等
の
問
題
も
あ
る
。

自
治
会
長
の
意
見
は
聞
い
た
の
か
。

�

総
務
人
権
推
進
課
長　

バ
ス
路
線

の
変
更
に
つ
い
て
は
、
今
後
自
治

会
長
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
柔
軟
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
利
用
に
な
る
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補正予算�

一　

般　

会　

計

特　

別　

会　

計

補正後の額補正額会計別

１７,５４５,５６９１６１,９１９一 般 会 計

５,９５７,６４６５４,４２８国民健康保険特別会計

２,４６６,０２９０介護保険特別会計

２０１,２１４２０１
一本松土地区画整理
事 業 特 別 会 計

３７９,７１０６,４４９
若葉駅西口土地区画
整理事業特別会計

▼１２月補正予算の状況（単位：千円）

補正額歳出（使途）の内訳

△３,２８９議 会 費

３９,１８１総 務 費

１０７,１０３民 生 費

△５,９１８衛 生 費

△５,６７８農 林 水 産 業 費

４６,４７０商 工 費

△９,８０７土 木 費

６,８９５消 防 費

△１３,０３８教 育 費

１６１,９１９歳 出 合 計

補正額歳入（財源）の内訳

１,４１３分担金及び負担金

６０,６６８国 庫 支 出 金

２１,１３３県 支 出 金

４,２８５寄 附 金

４,６５８繰 入 金

５３,７６２繰 越 金

１６,０００諸 収 入

１６１,９１９歳 入 合 計

委 員 会 審 査委 員 会 審 査

が
、
乗
り
換
え
の
料
金
は
。

�

総
務
人
権
推
進
課
長　

一
般
の
利

用
者
は
、
初
め
に
乗
車
料
金
２
０

０
円
を
支
払
え
ば
、
必
要
に
応
じ
乗
り

継
ぎ
券
を
発
行
し
、
目
的
地
ま
で
は
何

回
で
も
乗
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ�
南
西
部
区
域
企
業
誘
致
奨
励
金

�

企
業
誘
致
条
例
の
果
た
し
た
役
割

と
効
果
に
つ
い
て
。

�

産
業
振
興
課
長　

奨
励
金
の
対
象

と
な
る
企
業
は
法
人　

社
で
、
対

２２

象
と
な
ら
な
い
企
業
等
を
含
め
る
と
、

合
計　

社
の
企
業
が
進
出
し
て
い
る
。

３７

奨
励
金
制
度
が
あ
っ
た
た
め
来
て
く
れ

た
企
業
も
あ
る
と
思
わ
れ
、
大
き
な
成

果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

�
市
道
７
５
８
号
線
整
備
事
業

�

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
。

�

道
路
建
設
課
長　

ま
ち
づ
く
り
交

付
金
を
導
入
し
て
５
か
年
で
整
備

す
る
計
画
で
あ
る
が
、
当
初
見
込
ん
で

い
た
地
権
者
以
外
の
土
地
を
前
倒
し
で

ＱＡＱＡ

取
得
で
き
る
よ
う
変
更
し
た
こ
と
に
伴

い
、
建
物
物
件
移
転
補
償
費
が
必
要
と

な
っ
た
た
め
、
土
地
購
入
費
を
減
額
し

て
補
償
金
を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

�
生
活
保
護
費

�

６
９
１
０
万
６
０
０
０
円
増
額
の

内
訳
は
。

�

社
会
福
祉
課
長　

生
活
保
護
費
の

追
加
が
６
７
４
３
万
３
０
０
０
円
、

中
国
残
留
邦
人
等
生
活
支
援
事
業
の
追

加
が
１
６
７
万
３
０
０
０
円
で
あ
る
。

�
き
い
ち
ご
運
営
事
業

�

地
域
デ
イ
ケ
ア
施
設「
き
い
ち
ご
」

の
施
設
運
営
事
業
費
４
６
６
万
円

の
増
額
理
由
は
。

�

障
害
者
福
祉
課
長　

市
内
の
方
か

ら
５
０
０
万
円
の
寄
附
が
あ
り
、

そ
の
一
部
を
施
設
の
空
調
設
備
改
修
と

作
業
用
の
空
き
缶
圧
縮
機
の
購
入
に
充

て
る
も
の
で
あ
る
。

ＱＡＱＡ

�
国
民
健
康
保
険

�

高
額
療
養
費
保
険
者
負
担
金
５
３

１
５
万
円
の
増
額
理
由
は
。

�

保
険
年
金
課
長　

慢
性
腎
不
全
等

の
特
定
疾
病
該
当
者
の
増
加
、
所

得
の
低
下
に
よ
る
非
課
税
該
当
者
の
増

加
、
高
齢
者
の
増
加
と
医
療
技
術
の
高

度
化
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

�
介
護
保
険

�

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
２
２
６
３
万
６
０
０
０
円
の
減

額
理
由
は
。

�

高
齢
者
福
祉
課
長　

小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
が

市
内
に
２
か
所
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
１

施
設
が
、
登
録
者
が
少
な
い
こ
と
と
特

定
施
設
入
所
者
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

進
め
る
た
め
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

ＱＡＱＡ

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
１
年
間
休
止
す
る
こ

と
に
よ
る
。

�
一
本
松
土
地
区
画
整
理
事
業

�

通
信
運
搬
費
の
増
額
理
由
は
。

�

一
本
松
土
地
区
画
整
理
事
務
所
長　

地
権
者
あ
て
の
お
知
ら
せ
や
、
区

画
整
理
通
信
等
の
発
送
を
、
年
４
回
の

予
定
か
ら
６
回
に
変
更
し
た
た
め
、
郵

送
料
の
追
加
補
正
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

地
権
者
は
１
５
０
０
人
弱
で
、
２
回

分
の
郵
送
料
と
し
て　

万
４
０
０
０
円

２３

の
追
加
と
な
っ
た
。

�
若
葉
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

�

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

�

若
葉
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
務

所
長　
　

年
度
末
現
在
の
状
況
は
、

２０

仮
換
地
指
定
率
が　

・
５
㌫
、
建
物
移

７６

転
率
は　

・
３
㌫
、
道
路
整
備
率
は　

３３

４１

・
２
㌫
、
雨
水
管
整
備
率
は　

・
１
㌫
、

３８

汚
水
管
整
備
率
は　

・
７
㌫
で
あ
る
。

４９

ＱＡＱＡ

▼一般会計補正予算の内訳 （単位：千円）

庁舎を出発する「ふれあい号」

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

２１

（
第
４
号
）
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算

４
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。


